
一

は
じ
め
に

本
論
は
、『
万
葉
集
』
巻
１
・
一
番
歌
の
本
文
校
訂
作
業
実
施
に
よ
っ
て
第
七
句
「
家
告
閑
」
の

部
分
の
本
文
を
定
め
、
訓
を
定
め
る
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
歴
史
学
・
考
古
学
の
知
見
と
の
融
合

を
は
か
る
こ
と
を
目
指
す
論
考
で
あ
る
。

ま
ず
、
対
象
と
す
る
『
万
葉
集
』
巻
１
・
一
番
歌
の
本
文
を
掲
げ

（
１
）

る
。

天
皇
御
製
歌

籠
毛
與

美
籠
母
乳

布
久
思
毛
與

美
夫
君
志
持

此
岳
尓

菜
採
須
兒

家
告
閑

名

告
紗
根

虚
見
津

山
跡
乃
國
者

押
奈
戸
手

吾
許
曽
居

師
吉
名
倍
手

吾
己
曽
座

我
許
背
齒

告
目

家
呼
毛
名
雄
母
（
１
・
一
）

こ
の
本
文
の
第
七
句
「
家
告
閑
」
に
つ
い
て
詳
述
が
必
要
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
研
究
の
必
須

文
献
『
校
本
萬
葉

（
２
）

集
』
の
記
述
を
参
照
し
、
閲
覧
可
能
な
諸
本
の
複
製
本
を
確
認
し
な
が
ら
進
め

た
い
。

二

本
文
校
訂
作
業
の
低
部
批
判
を
と
お
し
て

こ
の
一
番
歌
が
存
在
し
、
本
文
校
訂
作
業
に
活
用
で
き
る
諸
本
は
以
下
の
十
八
本
で
あ
る
。

元
暦
校
本
、
伝
冷
泉
為
頼
筆
本
、
類
聚
古
集
、
古
葉
略
類
聚
鈔
、
紀
州
本
、
廣
瀬
本
／＝

以

上
、
次
点
本
（
非
仙
覚
本
）。

神
宮
文
庫
本
、
細
井
本
／＝

以
上
、
新
点
本
、
仙
覚
寛
元
本
。

西
本
願
寺
本
、
金
沢
文
庫
本
、
陽
明
本
、
温
故
堂
本
、
近
衛
本
、
大
矢
本
、
京
都
大
学
本
／

＝

以
上
、
新
点
本
、
仙
覚
文
永
本
。

活
字
無
訓
本
、
活
字
附
訓
本
、
寛
永
版
本＝

以
上
、
印
刷
本
。

こ
れ
ら
の
諸
本
に
お
け
る
第
七
句
「
家
告
閑
」
の
「
告
」
の
あ
り
よ
う
を
見
よ
う
。
複
製
を
閲

覧
で
き
る
写
本
に
つ
い
て
は
記
述
を
加
え
る
。

元
暦
校
本＝

「
吉
」
（「
士
」
で
は
な
く
「
土
」
に
「
口
」
の
字
体
）
。
右
に
朱
で
訓
「
キ
」
あ
り
。

伝
冷
泉
為
頼
筆
本＝

「
吉
」（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

類
聚
古
集＝

「
吉
」
（「
士
」
で
は
な
く
「
土
」
に
「
口
」
の
字
体
）
。

古
葉
略
類
聚
鈔＝

「
吉
」
（「
士
」
で
は
な
く
「
土
」
に
「
口
」
の
字
体
）
。
右
に
訓
「
キ
」
あ
り
。

紀
州
本＝

「
吉
」
（「
士
」
で
は
な
く
「
土
」
に
「
口
」
の
字
体
）
。
右
に
訓
「
キ
」
あ
り
。

廣
瀬
本＝

「
吉
」。
右
に
訓
「
キ
」
あ
り
。
こ
れ
が
原
形
で
あ
る
。
こ
の
「
吉
」
に
別
筆
で

「
告
」
の
第
一
画
「
ノ
」
を
書
き
足
し
て
「
告
」
と
し
、
同
様
の
別
筆
に
て
、「
キ
」
の
訓

を
見
せ
消
ち
に
し
そ
の
右
に
訓
「
ノ
ラ
」
を
付
し
た
様
子
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
別

筆
は
朱
と
お
ぼ
し
い
。

神
宮
文
庫
本＝

「
吉
」
（「
士
」
で
は
な
く
「
土
」
に
「
口
」
の
字
体
）
。
右
に
訓
「
キ
」
あ
り
。
こ
れ

が
原
形
と
お
ぼ
し
い
。
一
見
「
告
」
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、「
告
」
の
第
一
画
「
ノ
」

は
、
三
字
下
の
「
告
」
の
第
一
画
の
筆
跡
と
は
別
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
吉
」
に
別
筆
で

「
告
」
の
第
一
画
「
ノ
」
を
書
き
足
し
て
「
告
」
と
し
、
同
様
の
別
筆
に
て
、
訓
「
キ
」
を

消
し
そ
の
右
に
訓
「
ノ
ラ
」
を
付
し
た
様
子
で
あ
る
。

細
井
本＝
「
吉
」（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

西
本
願
寺
本＝
「
吉
」
（「
士
」
で
は
な
く
「
土
」
に
「
口
」
の
字
体
）
。
右
に
訓
「
キ
」
あ
り
。

『
万
葉
集
』
巻
１
・
一
番
歌
の
「
家
告
閑
」
に
つ
い
て

廣

川

晶

輝

（一三）



金
沢
文
庫
本＝

「
吉
」（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

陽
明
本＝

「
吉
」。
右
に
訓
「
キ
」
あ
り
。

温
故
堂
本＝

「
吉
」（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

近
衛
本＝
「
吉
」（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

大
矢
本＝
「
吉
」（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

京
都
大
学
本＝
「
吉
」
（
「
士
」
で
は
な
く
「
土
」
に
「
口
」
の
字
体
）
。
右
に
訓
「
キ
」
あ
り
。

活
字
無
訓
本＝

「
吉
」（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

活
字
附
訓
本＝

「
吉
」（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

寛
永
版
本＝

「
吉
」。
訓
「
キ
」。

以
上
の
よ
う
に
、
諸
本
す
べ
て
が
「
吉
」
（
「
士
」
で
は
な
く
「
土
」
に
「
口
」
の
字
体
を
含
む
）
で
あ
り
、

本
文
校
訂
作
業
の
低
部
批
判
お
い
て
は
「
吉
」
（
「
士
」
で
は
な
く
「
土
」
に
「
口
」
の
字
体
を
含
む
）
が
採

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
歌
表
現
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
高
部
批
判
が
必
要
で
あ
る
。

三

諸
説
の
検
討

本
文
を
「
家
吉
閑
」
と
し
た
の
で
は
意
味
を
成
さ
な
い
こ
と
を
早
く
指
摘
し
た
の
が
、
賀
茂
真

淵
『
萬
葉

（
３
）

考
』
で
あ
っ
た
。『
考
』
は
、

イ
ヘ
ノ
ラ

ヘ

ノ

レ

ノ

レ

ノ

家
告
閇
。〔
住
る
家
所
を
申
せ
と
也
、
告
る
事
を
古
は
専
ら
乃
禮
と
云
し
也
、
其
乃
禮
を
乃

ラ

ヘ

ノ
ベ
コ
ト

ム
カ

良
閇
と
云
は
、
延
言
て
ふ
も
の
ぞ
、
次
の
句
も
同
し
く
延
言
も
て
對
へ
の
た
ま
ひ
し
を
見

よ
、〕
（〔

〕
内
、
原
文
は
割
り
注
。
以
下
本
論
中
の
〔

〕
、
同
じ
。
廣
川
注
）

と
述
べ
、「
家
」
を
「
聞
く
」
こ
と
に
対
し
て
の
疑
義
を
早
く
も
提
示
し
た
。
こ
れ
に
賛
同
し
た

の
が
橘
千
蔭
『
萬
葉
集
略

（
４
）

解
』
で
あ
る
。『
略
解
』
は
、

吉
閑
一
本
告
閑
と
有
、
閑
は
閇
の
誤
り
に
て
告
閇
と
す
。
家
の
ら
へ
は
住
所
を
申
せ
な
り
。

告
を
古
し
へ
の
る
と
言
へ
り
、
乃
禮
を
延
て
乃
良
閇
と
い
ふ
な
り
。

と
述
べ
た
。
し
か
し
、「
一
本
告
閑
」
と
あ
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
参
照

し
た
写
本
す
べ
て
が
「
吉
閑
」
で
あ
り
、「
告
閑
」
と
な
っ
て
い
る
写
本
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ

の
点
を
鋭
く
突
い
た
の
が
、
木
村
正
辞
氏
『
萬
葉
集
字
音
辨

（
５
）

證
』
で
あ
っ
た
。『
字
音
辨
證
』
は
、

○

○

○

○

○

考
、
略
解
等
に
、
い
へ
の
ら
へ
と
よ
み
て
、
注
に
、
吉
閑
一
本
告
閑
と
あ
り
、
閑
は
閇
の
誤

○

○

○

○

○

り
に
て
、
告
閇
と
す
、
い
へ
の
ら
へ
と
よ
み
て
、
住
所
を
ま
を
せ
也
、
と
あ
る
は
非
也
、
版

本
又
は
古
本
ど
も
い
づ
れ
も
吉
閑
と
あ
り
て
、
こ
ゝ
に
異
同
あ
る
こ
と
な
し
、
さ
れ
ば
も
と

イ
ヘ

キ

カ
ナ

ナ

ノ
ラ

サ

ネ

の
ま
ゝ
に
て
、
家
吉
閑
、
名
告
沙
根
と
よ
む
べ
き
な
り
、
（
傍
線
、
廣
川
）

と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
傍
線
部
の
指
摘
自
体
は
極
め
て
妥
当
で
あ
る
。

『
字
音
辨
證
』
は
加
え
て
、「
信
濃
」（
シ
ナ
ノ
）、「
因
幡
」（
イ
ナ
バ
）
な
ど
を
参
照
し
て
、

「
閑
」
を
「
カ
ナ
」
と
訓
む
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
『
字
音
辨

證
』
の
主
張
に
反
論
し
た
の
が
亀
井
孝
氏
「
上
代
和
音
の
舌
内
撥
音
尾
と
唇
内
撥
音

（
６
）

尾
」
で
あ
っ

た
。
亀
井
氏
が
論
拠
と
す
る
『
万
葉
集
』
の
歌
の
用
例
を
適
宜
書
き
下
し
、
ま
た
、
具
体
的
根
拠

と
な
る
部
分
は
原
文
で
示
し
傍
線
を
付
し
て
掲
出
し
よ

（
７
）

う
。
亀
井
氏
は
、

葦
垣
の

中
の
に
こ
草

に
こ
よ
か
に
（
尓
故
余
漢
）

我
と
笑
ま
し
て

人
に
知
ら
ゆ
な

（
11
・
二
七
六
二
）

さ
に
つ
ら
ふ
（
散
頬
相
）

色
に
は
出
で
ず

少
な
く
も

心
の
中
に

我
が
思
は
な
く
に

（
吾
念
名
君
）（
11
・
二
五
二
三
）

な
ど
を
例
示
し
た
う
え
で
、

思
ふ
に
「
閑
」
を
「
カ
ナ
」
と
訓
ず
る
は
、
韻
書
を
技
巧
的
に
弄
ん
だ
き
ら
ひ
を
存
し
、
…
…

も
し
す
な
ほ
に
二
合
仮
字
と
し
て
訓
ず
る
な
ら
ば
、
「
閑
」
の
字
は
「
カ
ニ
」
と
す
る
以
外

に
な
い
。
地
名
の
転
用
例
は
證
と
は
な
ら
な
い
。

と
述
べ
た
。
こ
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。「
閑
」
を
「
か
な
」
と
訓
む
こ
と
は
で
き
ま
い
。

し
か
し
、
亀
井
氏
の
続
け
て
の
以
下
の
記
述
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
亀
井
氏
は
、

…
…
「
閑
」
は
「
カ
ニ
」
と
訓
じ
て
は
歌
と
し
て
は
意
を
な
さ
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
取
る
を

得
な
い
。
唯
一
の
平
凡
な
途
は
、
「
閑
」
を
「
カ
」
と
訓
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に

旧
訓
に
訓
ん
で
ゐ
る
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
新
ら
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
注
意
す

べ
き
は
、
仙
覚
を
は
じ
め
以
後
「
カ
」
の
訓
を
そ
の
ま
ゝ
採
用
し
て
然
る
べ
き
解
釈
を
施
し

た
も
の
を
絶
え
て
み
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
原
句
の
区
点
を
「
閑
」
の
と
こ
ろ
へ
置
い
て
、

「
家
吉
閑
、
名
告
沙
根
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
釈
義
上
の
困
難
に
逢
着
し
て
し
ま
つ
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
須
ら
く
「
家
吉
閑
名
、
告
沙
根
」
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。「
名
」
の
字

は
御
製
に
お
い
て
ほ
か
に
二
個
み
え
、
一
は
正
訓
と
し
て
、
末
句
「
家
乎
毛
名
雄
母
」
に
あ
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（
マ
マ
）

ら
は
れ
る
が
、
も
一
つ
は
「
師
告
（
コ
ノ
字
旧

本
ノ
マ
ヽ
）
名
倍

乎
」
の
「
名
」
で
、
こ
れ
は
訓
借
で

あ
る
か
ら
、「
家
吉
閑
名
」
の
「
名
」
も
訓
借
と
み
る
に
差
支
は
な
い
。
し
か
ら
ば
、
原
句

は
、「
イ
ヘ
キ
カ
ナ
、
ノ
ラ
サ
ネ
」
と
訓
じ
、「
の
ら
さ
ね
」
を
「
家
を
告
ら
さ
ね
」
の
意
に

と
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
歌
意
の
上
か
ら
言
つ
て
も
こ
の
方
が
自
然
と
思
は
れ
、
ま
た
末
句

の
「
家
を
も
名
を
も
」
と
も
よ
く
打
ち
あ
ふ
し
、
さ
う
思
つ
て
誦
し
な
ほ
せ
ば
、
調
べ
も
ま

た
素
朴
な
味
を
一
層
深
め
る
で
あ
ら
う
。
（
波
線
、
廣
川
）

と
述
べ
る
。
右
の
よ
う
に
亀
井
氏
は
「
家
吉
閑

名
告
沙
根
」
と
い
う
句
の
切
り
方
で
は
な
く
、

「
家
吉
閑
名

告
沙
根
」
と
い
う
句
の
切
り
方
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
。
亀
井
氏
は
こ
の
よ
う
に

句
を
区
切
っ
た
方
が
「
末
句
の
「
家
を
も
名
を
も
」
と
も
よ
く
打
ち
あ
ふ
」
と
指
摘
す
る
の
だ
が
、

こ
の
指
摘
は
決
し
て
そ
う
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

右
の
亀
井
論
の
初
出
は
一
九
四
三
年
四
月
で
あ
る
が
、
亀
井
論
が
提
出
さ
れ
る
よ
り
も
前
に
、

こ
の
亀
井
氏
論
と
同
様
の
論
調
に
対
し
て
疑
い
の
目
を
向
け
て
い
た
の
が
、
鴻
巣
盛
廣
氏
『
萬
葉

集
全
釈

第
一

（
８
）

冊
』
で
あ
っ
た
。『
全
釈
』
は
、

…
…
聞
く
は
尋
ね
る
の
意
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
そ
れ
は
第
二
義
的
の
も
の
で
、
さ
う
い
ふ

ノ

ク
ニ
ト
ヘ

ド

ク
ニ

ヲ

モ

ノ
ラ

ズ

場
合
に
は
問�

ふ�

が
用
ら
れ
て
、
常
に
告
る
と
対
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
郡
問
跡
國
矣
毛
不
告
、

イ
ヘ
ト
ヘ

ド

イ
ヘ

ヲ

モ

イ
ハ

ズ

セ
メ

テ

ト
フ
ト
モ
ナ
ガ

ナ

ハ

ノ
ラ

ジ

家
問
跡
家
矣
毛
不
云
（
一
八
〇
〇
）
・
責
而
雖
問
汝
名
者
不
告
（
二
六
九
六
）
の
類
が
こ
れ
を
證

拠
立
て
て
ゐ
る
。

と

の

と
述
べ
て
い
た
。
尋
ね
る
意
の
場
合
は
「
問
ふ
」
を
用
い
る
の
で
あ
り
、「
問
ふ
」
―
「
告
る
」
と

い
う
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
を
『
万
葉
集
』
の
実
例
を
示
し
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
全
釈
』
の
見
解
を
さ
ら
に
尖
鋭
化
し
た
の
が
、
土
屋
文
明
氏
『
萬
葉
集
私
注

（
９
）

一
』
で

あ
っ
た
。『
私
注
』
は
、

◯
イ
ヘ
ノ
ラ
セ

家
を
告
げ
な
さ
れ
。
ノ
ラ
セ
は
吉
閑
の
字
の
ま
ま
に
キ
カ
ナ
と
訓
む
説
が

あ
り
、
そ
れ
は
音
韻
的
説
明
か
ら
す
れ
ば
道
理
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
「
家
を
聞
く
」
と
い

ふ
表
現
は
萬
葉
で
は
例
が
な
い
。「
聞
く
」
に
は
聴
聞
、
聴
従
等
の
意
に
用
ゐ
ら
れ
た
例
は

見
ら
れ
る
が
、
尋
問
の
意
に
用
ゐ
た
例
は
な
い
。
家
に
つ
い
て
尋
問
す
る
な
ら
ば
「
家
問
ふ
」

と
す
る
の
が
普
通
だ
。「
名
を
聞
く
」
と
い
ふ
表
現
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
名
は
言
葉
で
あ
り

声
音
で
表
は
す
も
の
だ
か
ら
、
言
葉
と
し
て
発
せ
ら
れ
る
声
を
聴
聞
す
る
意
と
な
る
。
名
を

尋
ね
問
ふ
意
で
は
な
い
。
家
を
告
げ
る
こ
ゑ
を
聴
き
と
る
意
な
ら
、
き
く
と
い
へ
る
が
、
尋

ね
る
意
で
イ
ヘ
キ
カ
ナ
と
は
言
へ
な
い
筈
だ
。
吉
閑
を
告
閇
の
誤
字
と
し
て
ノ
ラ
ヘ
と
訓
む

考
の
説
が
あ
る
所
以
だ
。
（
傍
線
、
廣
川
）

と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

『
私
注
』
の
指
摘
の
持
つ
意
味
は
大
き
い
。
果
た
し
て
、
そ
の
指
摘
の
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
中

に
、「
聞
く
」
を
「
尋
問
の
意
に
用
ゐ
た
例
は
な
い
」
の
か
。「
家
を
告
げ
る
こ
ゑ
を
聴
き
と
る
意

な
ら
、
き
く
と
い
へ
る
が
、
尋
ね
る
意
で
イ
ヘ
キ
カ
ナ
と
は
言
へ
な
い
筈
だ
」
と
い
う
指
摘
は
妥

当
な
の
か
。
極
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、
本
論
は
追
試
を
試
み
た
。『
万
葉
集
』
中
の
「
聞
く
」

は
一
四
六
例
あ
る
。
紙
数
の
都
合
で
本
論
の
本
文
中
に
示
す
こ
と
は
叶
わ
な
い
。
し
か
し
、
論
の

証
拠
を
明
示
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
り
末
尾
の
注
に
お
い
て
示
す
こ
と
と
す

（
10
）

る
。

『
万
葉
集
』
中
の
「
聞
く
」
の
用
例
を
分
析
す
る
と
、『
万
葉
集
私
注
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

「
聞
く
」
に
「
尋
問
の
意
に
用
ゐ
た
例
は
な
い
」。「
家
を
告
げ
る
こ
ゑ
を
聴
き
と
る
意
な
ら
、
き

く
と
い
へ
る
が
、
尋
ね
る
意
で
イ
ヘ
キ
カ
ナ
と
は
言
へ
な
い
」
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

辞
典
等
の
解
説
も
参
照
し
て
お
こ
う
。『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代

（
11
）

編
』
は
「
尋
ね
る
・
問
い

た
だ
す
の
意
の
キ
ク
は
、
ま
だ
生
じ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
確
実
な
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
」

と
記
し
て
お
り
、
日
本
上
代
の
「
聞
く
」
に
「
尋
ね
る
・
問
い
た
だ
す
の
意
」
を
認
定
し
て
い
な

い
。
し
か
し
一
方
、『
岩
波

古
語
辞
典

補
訂

（
12
）

版
』
は
、「
き
・
き
［
聞
き
］
…
…
③
（
答
え
を
求
め

て
）
た
ず
ね
る
。「
家
―
・
か
な
、
告
（
の
）
ら
さ
ね
」〈
万
一
〉
…
…
」
と
記
し
、
当
該
の
一
番

歌
に
「（
答
え
を
求
め
て
）
た
ず
ね
る
」
意
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
古
典
文

の

学
大
系
版
『
萬
葉
集

（
13
）

一
』
で
も
「
家
聞
か
な

告
ら
さ
ね
」
と
、「
家
聞
か
な
」
を
採
用
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
す
で
に
『
万
葉
集
』
中
の
「
聞
く
」
全
一
四
六
例
を
追
試
し
た
よ
う
に
、「
家
聞
か

な
」
と
し
て
「
家
を
尋
ね
た
い
」
と
捉
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

四

「
告
」
と
「
吉
」

『
五
體
字

（
14
）

類
』
を
閲
覧
す
る
と
、「
告
」
字
の
第
一
画
「
ノ
」
の
入
り
方
が
そ
れ
ほ
ど
明
瞭
で
は

な
く
第
二
画
の
「
一
」
と
接
合
し
て
し
ま
っ
て
い
る
筆
運
び
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ

う
な
る
と
、
「
吉
」
の
異
体
字
の
字
体
（「
士
」
で
は
な
く
「
土
」
に
「
口
」
の
字
体
）
と
の
見
分
け
は
困

（一五） 廣川 晶輝：『万葉集』巻１・一番歌の「家告閑」について



難
で
あ
る
。「
告
」
と
「
吉
」
と
の
間
の
誤
写
は
極
め
て
起
こ
り
や
す
い
と
言
え
よ
う
。
そ
の
一

例
が
、
ま
さ
に
当
該
歌
の
中
に
あ
る
。
当
該
歌
第
十
三
句
「
師
吉
名
倍
手
」
を
見
よ
う
。「
吉
」
の

字
に
つ
い
て
で
あ
る
。
諸
本
の
状
況
を
見
て
み
る
。

元
暦
校
本＝

「
告
」
右
に
朱
で
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
。
さ
ら
に
、
こ
の
訓
の
右
に
赭
の
訓
「
ケ
」

あ
り
。

伝
冷
泉
為
頼
筆
本＝

「
告
」（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

類
聚
古
集＝

「
告
」。

古
葉
略
類
聚
鈔＝

「
告
」。
右
に
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
。

紀
州
本＝

「
告
」。
右
に
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
。

廣
瀬
本＝

「
告
」。
右
に
訓
「
カ
」、
左
に
訓
「
ツ
ケ
テ
」
あ
り
。
こ
れ
が
原
形
で
あ
る
。
別

筆
に
て
「
カ
」
の
訓
を
見
せ
消
ち
に
し
そ
の
右
に
訓
「
キ
」
あ
り
。
左
の
訓
も
同
様
の
別

筆
に
て
見
せ
消
ち
で
消
す
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
別
筆
は
朱
と
お
ぼ
し
い
。

神
宮
文
庫
本＝

「
告
」。
右
に
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
。
こ
れ
が
原
形
で
あ
る
。
別
筆
の
墨
に
て

訓
を
塗
抹
し
そ
の
右
に
朱
に
て
訓
「
ノ
リ
」
を
付
し
た
様
子
で
あ
る
。

細
井
本＝

「
告
」（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

西
本
願
寺
本＝

「
告
」。
右
に
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
。

金
沢
文
庫
本＝

「
告
」。
右
に
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

陽
明
本＝

「
告
」。
右
に
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
。

温
故
堂
本＝

「
告
」。
右
に
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

近
衛
本＝

「
告
」。
右
に
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

大
矢
本＝

「
告
」。
右
に
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

京
都
大
学
本＝

「
告
」。
右
に
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
。

活
字
無
訓
本＝

「
告
」（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

活
字
附
訓
本＝

「
告
」。
右
に
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
（『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
に
拠
る
）。

寛
永
版
本＝

「
告
」。
右
に
訓
「
ツ
ケ
」
あ
り
。

な
お
、
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
、
紀
州
本
、
神
宮
文
庫
本
、
西
本
願
寺
本
、
陽
明
本
に
は
、

「
師
」
の
直
下
に
句
を
区
切
る
印
が
あ
る
。

こ
の
一
連
の
箇
所
は
、「
そ
ら
み
つ

大
和
の
国
は
」
の
後
、「
お
し
な
べ
て

我
こ
そ
を
れ
」

と
「
し
き
な
べ
て

我
こ
そ
を
れ
」
と
を
対
句
で
述
べ
て
、
自
分
自
身
が
遍
く
広
く
統
治
し
て
い

る
こ
と
を
「
菜
摘
ま
す
子
」
に
高
ら
か
に
告
げ
る
箇
所
で
あ
る
。「
師
告�

名
倍
手
」
で
は
意
味
を

成
さ
な
い
。
さ
き
ほ
ど
見
た
『
五
體
字
類
』
に
お
け
る
「
告
」
と
「
吉
」
の
草
体
の
近
似
が
こ
の

ご
く
初
期
の
誤
写
の
根
幹
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
述
べ
来
た
っ
た
諸
点
を
総
合
し
て
勘
案
す
れ
ば
、
本
論
が
対
象
と
し
て
い
る
『
万
葉
集
』

巻
１
・
一
番
歌
の
第
七
句
は
、
元
は
「
家
告
閑
」
で
あ
っ
た
が
ご
く
初
期
の
段
階
に
お
い
て
「
家

吉
（「
士
」
で
は
な
く
「
土
」
に
「
口
」
の
字
体
も
含
む
）
閑
」
へ
の
誤
写
が
生
じ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
う

考
え
て
こ
そ
、
諸
本
す
べ
て
が
「
家
吉
（「
士
」
で
は
な
く
「
土
」
に
「
口
」
の
字
体
も
含
む
）
閑
」
と
な
っ

て
い
る
そ
の
現
状
を
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

五

「
閑
」
に
つ
い
て

ノ

レ

ノ

ラ

ヘ

ノ
ベ
コ
ト

先
に
引
用
し
た
賀
茂
真
淵
『
萬
葉
考
』
は
「
乃
禮
を
乃
良
閇
と
云
は
、
延
言
て
ふ
も
の
ぞ
」
と

述
べ
、
橘
千
蔭
『
萬
葉
集
略
解
』
も
「
乃
禮
を
延
て
乃
良
閇
と
い
ふ
な
り
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、

「
延
言
」
で
処
理
す
る
の
は
江
戸
期
の
根
拠
の
な
い
処
置
で
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
を
考

慮
し
て
い
る
注
釈
書
と
し
て
新
日
本
古
典
文
学
大
系
版
『
萬
葉
集

（
15
）

一
』
が
あ
る
。
そ
の
『
新
大
系
』

い
へ

の

の

は
、「
家
告
ら
な

名
告
ら
さ
ね
」
と
し
、

歌
の
詞
句
は
、
訓
釈
に
問
題
が
多
い
。
特
に
「
家
告
ら
な
」
の
箇
所
、
諸
本
原
文
は
「
家
吉

閑
」
と
あ
る
が
、「
吉
」
は
「
告
」
の
誤
り
と
す
る
説
（
万
葉
考
、
略
解
な
ど
）
に
従
い
、

次
の
「
閑
」
の
字
に
つ
い
て
は
、「
奈
」
の
草
体
か
ら
誤
っ
た
文
字
と
推
測
し
た
。

と
解
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「「
奈
」
の
草
体
か
ら
誤
っ
た
」
と
す
る
処
置
に
は
従
い
が
た
い
。

「
閑
」
の
草
体
と
「
奈
」
の
草
体
は
、『
新
大
系
』
が
誤
写
説
を
主
張
す
る
ほ
ど
に
は
近
似
し
て
い

な
い
か
ら
だ
。

そ
こ
で
、「
閑
」
の
ま
ま
で
「
せ
」
と
読
み
、
相
手
へ
の
敬
意
を
表
す
助
動
詞
「
す
」
の
命
令

形
「
せ
」
と
し
て
捉
え
る
説
が
あ
る
。
す
で
に
引
用
し
た
『
私
注
』
で
あ
る
。『
私
注
』
は
、

…
…
但
し
閑
の
ま
ま
と
し
て
セ
と
訓
む
の
な
ら
、
一
応
考
慮
す
べ
き
や
う
に
も
思
は
れ
る
。

閑
を
セ
に
用
ゐ
た
例
は
な
い
が
、
之
に
似
た
意
味
の

（
せ
き
の
意
）
迫
（
之
も
せ
く
意
）
で
セ

の
音
を
表
は
し
た
例
は
、
師
齒
迫
山
（
二
六
九
六
）
を
シ
ハ
セ
ヤ
マ
と
訓
ま
せ
、
又
三
代
実
録

（一六）甲南大學紀要 文学編 第172号 （2022年３月） 日本語日本文学科



セ

ノ

ウ
ミ

に
は
甲
斐
の
石
花
海
を

水
海
と
あ
ら
は
し
た
例
が
あ
る
。
閑
の
字
は
現
在
は
間
即
ち
ヒ
マ

の
意
に
用
ゐ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
本
来
は
門
を
木
を
以
て
さ
へ
ぎ
つ
た
貌
だ
と
い
ふ
。

防
、
禦
等
の
意
が
あ
り
、
殊
に
馬
を
入
れ
て
置
く
所
の
意
に
も
用
ゐ
る
と
い
ふ
か
ら
、
馬
柵

を
マ
セ
と
訓
む
こ
と
か
ら
す
れ
ば
閑
を
セ
に
借
り
な
い
と
は
言
ひ
が
た
く
、
次
の
ナ
ノ
ラ
サ

ネ
に
照
応
す
る
た
め
に
は
イ
ヘ
ノ
ラ
セ
の
訓
は
心
を
引
か
れ
る
所
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
説
を
採
り
入
れ
た
の
が
、
澤
瀉
久
孝
氏
『
萬
葉
集
注
釈

巻
第

（
16
）

一
』
で

あ
っ
た
。
少
々
長
く
な
る
が
重
要
な
箇
所
で
あ
る
の
で
引
用
し
よ
う
。

…
…
注
意
す
べ
き
新
見
が
私
注
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
「
閑
」
の
ま
ゝ
で
セ
と
訓
む
案

で
あ
る
。
…
…
こ
れ
は
傾
聴
す
べ
き
卓
見
で
あ
つ
て
、
…
…
確
に
説
文
（
十
二
）
に
は
「
閑
」

は
「
闌
也
、
从
門
中
有
木
」
と
あ
り
、
そ
の
「
闌
」
に
は
「
門
遮
也
」
と
あ
る
。
…
…
即
ち

閑
は
闌
と
同
じ
く
、
そ
の
闌
は
闌
干
と
も
な
り
、
お
ば
し
ま
と
も
訓
ま
れ
る
事
に
な
る
文
字

で
あ
り
、
従
つ
て
、「
閑
」
は
私
注
の
説
の
如
く
「
柵
」
と
も
通
ず
る
文
字
と
云
へ
る
。
そ

ア
カ
ゴ
マ

ノ

コ
ユ
ル
ウ
マ

セ

ノ

の
「
柵
」
は
私
注
に
注
意
し
た
如
く
、「
赤
駒
之

越
馬
柵
乃
」
（
四
・
五
三
〇
）
と
あ
り
、
そ

ウ

マ

セ

コ

シ

ム

キ

ハ

ム

コ

マ

ノ

の
馬
柵
は
「
宇
麻
勢
胡
之

牟
伎
波
武
古
麻
能
」
（
十
四
・
三
五
三
七
、
或
本
）
の
仮
名
書
例
に

サ
ク

よ
り
ウ
マ
セ
と
訓
む
事
は
明
ら
か
で
あ
り
、「
せ
」
は
今
日
の
柵
に
あ
た
り
、
そ
の
「
せ
」
に

語
尾
の
「
く
」
が
つ
い
て
動
詞
と
な
つ
た
も
の
が
「
せ
く
」
で
あ
り
、
そ
の
「
せ
く
」
の
方

は
今
日
ま
で
活
用
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
名
詞
と
し
て
の
「
せ
」
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
つ
た
為
に

今
の
人
に
は
耳
遠
い
言
葉
の
や
う
に
も
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
右
の
「
馬
柵
」
の
例
は

そ
の
語
の
存
在
を
明
示
し
て
を
り
、
今
も
現
に
信
州
等
で
は
馬
小
屋
の
柵
を
マ
セ
棒
と
も
マ

セ
ン
棒
と
も
い
ふ
さ
う
で
あ
る
。
か
う
し
て
、
閑
、
闌
は
、
柵
と
共
に
当
時
の
国
語
と
し
て

は
セ
と
訓
む
事
は
十
分
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
は
そ
の
セ
の
借
訓
仮
名
と
し
て

「
閑
」
を
用
ゐ
た
の
で
、
こ
れ
を
誤
字
と
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
来
の
学
者
が
こ

れ
に
気
づ
か
な
か
つ
た
の
は
、
そ
し
て
今
の
人
も
こ
れ
に
不
安
を
感
ず
る
と
し
た
な
ら
ば
、

そ
れ
は
「
せ
」
と
い
ふ
語
が
後
世
あ
ま
り
用
ゐ
ら
れ
な
く
な
つ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

チ

ネ

テ

ハ

メ

る
。
こ
の
作
に
は
「
乳
」「
根
」「
手
」「
齒
」「
目
」
の
如
き
借
訓
仮
名
が
い
く
つ
も
用
ゐ
ら

セ

れ
て
ゐ
る
の
で
、「
閑
」
の
訓
仮
名
が
あ
つ
て
も
不
審
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
て
さ
う
だ
と

す
れ
ば
、「
名
」
は
し
た
の
句
へ
つ
け
る
事
問
題
な
く
、「
家
告
ら
せ

名
告
ら
さ
ね
」
と
な

り
調
子
も
整
ひ
、
そ
の
「
せ
」
と
「
さ
」
と
は
前
の
「
採
ま
す
」
の
「
す
」
と
同
じ
敬
語
で

○

○

○

あ
り
、「
採
ま
す
」「
告
ら
せ
」「
告
ら
さ
」
と
重
ね
た
事
に
な
り
…
…

『
注
釈
』
が
引
用
す
る
『
説
文
解
字
』
の
記
述
を
見
よ

（
17
）

う
。「
第
十
二
篇
上
、
十
二
ウ
～
十
三
オ
」

に
は
、閑

闌
也
。
…
…
从
門
中
有
木
。
…
…
（
「
…
…
」
部
分
は
清
代
の
段
玉
裁
の
注
で
あ
り
省
略
し
た
。
廣
川
注
）

と
あ
る
。「
閑
」
は
字
義
と
し
て
「
闌
」
の
意
味
を
持
つ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
部
首
と

し
て
は
「
門
構
え
」
で
あ
り
、
そ
の
門
構
え
の
中
に
「
木
」
の
字
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
閑
」
は
「
闌
」
の
意
味
を
持
つ
と
い
う
説
明
に
従
っ
て
「
闌
」（
第
十
二
篇
上
、
十
二
ウ
）
を
見

れ
ば
、闌

門
遮
也
。
…
…
从
門
。
柬
聲
。
…
…
（
「
…
…
」
は
右
に
同
じ
。
廣
川
注
）

と
あ
り
、「
闌
」
は
「
門
遮
」
と
い
う
意
味
、
つ
ま
り
は
門
が
閉
ざ
さ
れ
た
意
味
や
門
を
閉
ざ
す

も
の
自
体
の
意
味
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
「
闌
」
の
こ
の
意
味
を
「
閑
」
が
持
つ
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

『
私
注
』
が
示
唆
し
『
注
釈
』
が
引
用
し
て
い
る
『
万
葉
集
』
の
用
例
も
掲
げ
て
お
こ
う
。

天
皇
賜
二

海
上
女
王
一

御
歌
一
首

寧
樂
宮
即
位
天
皇
也

あ
か
ご
ま

こ

う
ま

せ

し
め

ゆ

い
も

こ
こ
ろ

う
た
が

赤
駒
の

越
ゆ
る
馬
柵
（
馬
柵
）
の

標
結
ひ
し

妹
が
心
は

疑
ひ
も
な
し
（
４
・
五
三

〇
）

右
今
案

此
歌
擬
レ

古
之
作
也

但
以
二

時
當
一

便
賜
二

斯
歌
一

歟

う
ま

せ

ご

む
ぎ

は

こ
ま

に
ひ
は
だ

ふ

こ

馬
柵
（
宇
麻
勢
）
越
し

麦
食
む
駒
の

は
つ
は
つ
に

新
肌
触
れ
し

児
ろ
し
か
な
し
も

（
14
・
三
五
三
七
の
或
本
歌
）

こ
こ
で
改
め
て
、『
注
釈
』
の
傍
線
部
を
見
よ
う
。「
今
も
現
に
信
州
等
で
は
馬
小
屋
の
柵
を
マ

セ
棒
と
も
マ
セ
ン
棒
と
も
い
ふ
さ
う
で
あ
る
」
と
あ
る
。「
一

は
じ
め
に
」
に
お
い
て
述
べ
た
よ

う
に
、『
万
葉
集
』
研
究
の
知
見
と
歴
史
学
・
考
古
学
の
研
究
の
知
見
と
の
融
合
を
標
榜
す
る
本

論
と
し
て
は
、「
ま
せ
」
を
持
つ
地
名
を
提
示
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
論
を
進
め
た
い
。

六

群
馬
県
安
中
市
（
旧
碓
氷
郡
）「
木
馬
瀬
（
ち
ま
せ
）」
に
つ
い
て

本
論
と
し
て
は
群
馬
県
安
中
市
（
旧
碓
氷
郡
）
の
地
名
「
木
馬
瀬
（
ち
ま
せ
）」
を
提
示
し
た

い
。『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

10

群
馬

（
18
）

県
』
の
「
小
字
一
覧
」
を
見
よ
う
。
そ
の
「
凡
例
」
に

（一七） 廣川 晶輝：『万葉集』巻１・一番歌の「家告閑」について



は
、

１
、
本
資
料
は
県
議
会
図
書
室
旧
蔵
の
「
地
理
雑
件
」（
明
治
12
年
小
字
名
調
書
）
を
基
本

と
し，

「
上
野
国
郡
村
誌
」
お
よ
び
各
郡
誌
・
市
町
村
誌
を
参
考
に
し
て
補
い，

作
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

２
、
郡
・
町
・
村
名
に
つ
い
て
は，

原
資
料
を
尊
重
し，

旧
郡
名，

旧
町
村
名
の
ま
ま
と
し

た
。
配
列
に
つ
い
て
は
旧
郡
名
の
五
十
音
順
と
し
た
。

キ

マ

セ

と
あ
り
、
旧
郡
名
「
碓
氷
郡
」
内
の
旧
村
名
「
上
増
田
村
」
に
お
け
る
小
字
と
し
て
「
木
馬
瀬
」

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

群
馬
県
安
中
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
安
中
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
文
化
財
活
用
係
に
よ

る
「
学
習
の
森
」「
安
中
市
内
指
定
文
化
財
の
詳

（
19
）

細
」
に
掲
載
の
市
指
定
天
然
記
念
物
と
し
て

「
木
馬
瀬
の
福
寿
草
自
生
地
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

上
増
田
字
木
馬
瀬
（
ち
ま
せ
）
を
流
れ
る
増
田
川
左
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
は
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ

の
群
落
が
あ
り
、
…
…

と
の
記
述
が
あ
り
、「
ち
ま
せ
」
が
現
在
の
字
の
名
称
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
上
野
国
つ
ま
り
現
在
の
群
馬
県
に
お
け
る
古
代
の
牧
の
あ
り
よ
う
を
考
え
よ
う
。

『
延
喜

（
20
）

式
』
巻
第
四
十
八
、
左
右
馬
寮
、「
御
牧
」
条
に
は
、

上
野
国
〔
利
刈
牧
。
有
馬
島
牧
。
沼
尾
牧
。
拝
志
牧
。
久
野
牧
。
市
代
牧
。
大
藍
牧
。
塩
川

牧
。
新
屋
牧
。〕

と
の
記
述
が
あ
り
、
上
野
国
つ
ま
り
現
在
の
群
馬
県
に
「
御
牧
」
が
九
箇
所
も
設
営
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、「
御
牧
」
条
の
二
つ
後
の
「
年
貢
」
条
に
は
、

凡
年
貢
御
馬
者
。
甲
斐
国
六
十
疋
。
…
…
武
蔵
国
五
十
疋
。
…
…
信
濃
国
八
十
疋
。
…
…
上

野
国
五
十
疋
。

と
の
記
述
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
次
の
「
繋
飼
」
条
に
は
、

凡
諸
国
所
レ

貢
繋
飼
馬
牛
者
。
二
寮
均
分
検
領
。
訖
移
二

兵
部
省
一。
其
数
遠
江
国
馬
四
疋
。
駿

河
国
牛
四
頭
。
相
摸
国
馬
四
疋
。
牛
八
頭
。
武
蔵
国
馬
十
疋
。
上
総
国
馬
十
疋
。
下
総
国
馬

四
疋
。
常
陸
国
馬
十
疋
。
上
野
国
馬
卌
五
疋
。
牛
六
頭
。
下
野
国
馬
四
疋
。
周
防
国
馬
四
疋
。

長
門
国
牛
二
頭
。
讃
岐
国
馬
四
疋
。
伊
予
国
馬
六
疋
。
牛
二
頭
。
毎
年
十
月
以
前
長
牽
貢
上
。

〔
路
次
之
国
不
レ

充
二

秣
蒭
牽
夫
一。〕
並
放
二

飼
近
都
牧
一。

の
記
述
も
あ
る
。
上
野
国
が
い
か
に
馬
の
産
地
と
し
て
朝
廷
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
か
が
解
る
。

井
上
慎
也
氏
「
横
野
台
地
で
発
見
さ
れ
た
古
代
の
牧
と
道

（
21
）

路
」
は
、
群
馬
県
安
中
市
南
部
の
横

野
台
地
に
お
い
て
古
代
に
牧
が
造
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
詳
述
す
る
論
考
で
あ
る
。
井
上
論
は
、

存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
横
野
台
地
の
牧
が
、
右
の
『
延
喜
式
』
所
載
の
九
つ
の
「
御
牧
」
に
含

ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
横
野
台
地
の
牧
の
よ
う
に
記
録
に
は
無
い
牧
の
遺
構
が
県
内
で
も
相
次
い
で
確

認
さ
れ
て
お
り
、
御
牧
の
設
置
に
至
る
ま
で
各
地
に
多
数
の
牧
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
。

と
の
重
要
な
指
摘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
記
述
と
し
て
、

上
野
国
に
は
諸
国
牧
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
央
政
府
へ
貢
上
さ
れ
る
馬
（
御
馬
）、
あ

る
い
は
駅
馬
・
伝
馬
と
し
て
使
用
さ
れ
る
た
め
に
、
必
要
数
の
馬
を
確
保
す
る
に
は
９
カ
所

の
御
牧
に
準
ず
る
官
牧
や
私
牧
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
は
、「
歴
史
的
に
碓
氷
郡
は
、
中
央
政
府
が
目
指

し
た
地
方
支
配
に
答
え
る
べ
く
」「
他
地
域
に
先
駆
け
て
評
制
を
受
け
入
れ
、
駅
路
等
の
道
路
整

備
、
牧
の
設
置
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

論
者
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
、
群
馬
県
安
中
市
教
育
委
員
会
教
育
部
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文

化
財
係
係
長
（
文
化
財
保
護
主
事
）
井
上
慎
也
氏
の
御
協
力
の
下
、
幹
線
道
「
古
代
東
山
道
」
の

要
衝
の
地
に
お
け
る
「
古
墳
の
機
能
・
機
制
」
究
明
の
た
め
の
臨
地
調
査
研
究
を
実
施
し
た
。
そ

の
際
、
井
上
氏
か
ら
、〈
牧
〉〈
道
路
〉〈
集
落
〉
そ
れ
ぞ
れ
を
個
別
に
把
握
す
る
の
で
は
な
く
一

体
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
知
見
に
基
づ
く
御
教
示
を
得
た
。
以
下
、
そ
の

御
教
示
に
導
き
を
得
て
本
論
と
し
て
は
、〈
牧
〉〈
古
東
山
道
〉〈
集
落
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て

の
古
墳
〉
を
一
体
と
し
て
把
握
す
る
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

群
馬
県
安
中
市
に
現
存
す
る
「
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
」
は
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
五
日
に
「
史

跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
と
し
て
日
本
国
か
ら
指
定
さ
れ
た
。
文
化
庁
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」「
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」「
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
」
の
「
詳
細
解

（
22
）

説
」
に
は
、

簗
瀬
二
子
塚
古
墳
は
、
碓
氷
（
う
す
い
）
峠
を
水
源
と
す
る
碓
氷
川
左
岸
の
河
岸
段
丘
縁
辺

部
に
築
造
さ
れ
た
、
古
墳
時
代
後
期
初
頭
（
６
世
紀
前
葉
頃
）
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。

と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
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簗
瀬
二
子
塚
古
墳
は
、
関
東
の
前
方
後
円
墳
と
し
て
横
穴
式
石
室
を
導
入
し
た
最
古
段
階

の
事
例
で
あ
る
が
、
安
中
市
域
に
お
い
て
は
先
行
す
る
前
方
後
円
墳
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
出
現
は
横
穴
式
石
室
と
い
う
新
た
な
葬
送
方
法
の
導
入
が
強
い
政
治
性
を
も
っ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
の
横
穴
式
石
室
は
、
畿
内
地
域
に
広
が
る
い

わ
ゆ
る
畿
内
型
石
室
と
は
異
な
る
形
態
を
な
し
て
お
り
、
新
来
の
埋
葬
施
設
と
葬
送
方
式
の

導
入
に
あ
た
っ
て
は
地
域
的
な
受
容
と
改
変
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
横
穴
式
石
室
導
入
の
実
態
を
明
瞭
に
示
す
点
で
も
重
要
で
あ
る
。

横
穴
式
石
室
は
後
期
前
葉
に
畿
内
地
域
の
大
型
首
長
墓
に
採
用
さ
れ
る
と
、
程
な
く
し
て

新
た
な
埋
葬
施
設
の
形
態
と
し
て
全
国
各
地
の
古
墳
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

簗
瀬
二
子
塚
古
墳
は
関
東
に
お
け
る
最
古
段
階
の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、

新
た
な
埋
葬
施
設
の
各
地
へ
の
展
開
と
受
容
の
実
態
を
明
瞭
に
示
す
事
例
と
し
て
重
要
で
あ

る
。
よ
っ
て
史
跡
に
指
定
し
、
保
護
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
指
定
史
跡
「
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
」
の
立
地
に
つ
い
て
、
右
島
和
夫

氏
「
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
の
築
造
原
理
と
そ
の
系

（
23
）

譜
」
は
、

本
墳
の
位
置
か
ら
碓
氷
川
に
沿
っ
て
少
し
上
流
に
遡
る
と
、
信
濃
か
ら
の
峠
越
え
後
の
最
初

の
駅
家
（
坂
本
駅
）
推
定
地
で
あ
る
原
遺
跡
が
あ
り
、
同
じ
く
碓
氷
川
左
岸
を
下
流
に
少
し

下
る
と
駅
路
推
定
地
脇
に
碓
氷
評
（
郡
）
家
跡
が
想
定
さ
れ
る
掘
立
柱
建
物
群
、
柵
列
な
ど

と
共
に
「
評
」（
碓
日
評
）
の
刻
書
土
器
が
出
土
し
た
植
松
池
尻
遺
跡
が
あ
る
。
東
山
道
駅

路
が
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
の
近
接
地
を
通
過
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
同
論
文
は
、
畿
内
か
ら
の
横
穴
式
石
室
が
「
古
代
の
東
山
道
駅
路

の
前
身
に
当
た
る
ル
ー
ト
呼
称
」
で
あ
る
「
古
東
山
道
ル
ー
ト
」
に
沿
っ
て
伝
わ
っ
た
と
説
く
際
、

こ
の
ル
ー
ト
の
「
成
立
に
は
馬
の
登
場
が
関
係
し
て
」
い
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た

井
上
慎
也
氏
か
ら
得
た
知
見
〈
牧
・
道
路
・
集
落
〉
を
一
体
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
知
見
に
導

か
れ
て
の
、〈
牧
〉〈
古
東
山
道
〉〈
集
落
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
古
墳
〉
を
一
体
と
し
て
把

握
す
る
方
法
が
こ
こ
で
立
ち
上
が
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

『
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
の
世

（
24
）

界
』「
第
４
章

簗
瀬
二
子
塚
古
墳
と
同
時
期
の
古
墳
と
集
落
」
に
所

載
の
図
「
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
と
周
辺
遺
跡
」（〔
図
１
〕）
を
掲
載
し
よ
う
。

こ
の
「
第
４
章

簗
瀬
二
子
塚
古
墳
と
同
時
期
の
古
墳
と
集
落
」
で
は
、

簗
瀬
二
子
塚
古
墳

の
周
辺
地
域
に
目

を
向
け
る
と
、
造

営
さ
れ
た
の
と
ほ

ぼ
同
じ
時
期
に
似

通
っ
た
特
徴
を
も

つ
よ
う
な
中
小
古

墳
が
現
れ
て
い
る
。

横
穴
式
石
室
の
導

入
期
に
お
け
る
当

地
域
に
お
け
る
古

墳
の
歴
史
的
・
地

域
的
な
特
色
が
、

よ
り
鮮
明
に
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

と
説
明
さ
れ
る
。
そ
し

て
具
体
的
に
「
後
閑
３

号
墳
」（
安
中
市
下
後

閑
）
の
解
説
に
お
い
て
、「
石
室
づ
く
り
」
の
「
工
程
上
一
区
切
り
を
設
け
る
時
」
の
「
区
切
り

（
分
節
点
）」
の
「
痕
跡
」
に
つ
い
て
言
及
し
、「
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
と
〝
う
り
二
つ
〟
の
石
室
」
と

説
明
す
る
。
ま
た
、「
下
増
田
上
田
中
１
号
墳
」（
安
中
市
松
井
田
町
下
増
田
）
の
解
説
に
お
い
て
、

下
増
田
上
田
中
１
号
墳
は
６
世
紀
初
め
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
１
号
墳
の
石
室
は

後
閑
３
号
墳
と
同
じ
平
面
Ｔ
字
形
で
、
框
石
を
境
に
玄
室
と
羨
道
の
間
に
段
差
を
設
け
る
な

ど
共
通
点
が
多
い
。

石
室
の
構
築
法
に
目
を
向
け
る
と
、
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
と
後
閑
３
号
墳
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
、
石
室
構
築
時
の
「
分
節
点
」
が
本
墳
で
も
確
認
で
き
る
。

と
説
明
す
る
。
〔
写
真
１
〕
は
「
後
閑
３
号
墳
」
に
お
い
て
「
框
石
を
境
に
玄
室
と
羨
道
の
間
に

〔図１〕「簗瀬二子塚古墳と周辺遺跡」

（『簗瀬二子塚古墳の世界』、2016年10月、安中市学習の森ふるさと学習館

（歴史博物館））
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（一九） 廣川 晶輝：『万葉集』巻１・一番歌の「家告閑」について



段
差
を
設
け
」
て
い
る
部
分
の

写
真
で
あ
る
。

ま
た
、
〔
写

真
２
〕
は
「
下

増
田
上
田
中
１
号
墳
」
の
臨
地

調
査
研
究
を
実
施
し
た
際
に
撮

影
し
た
安
中
市
教
育
委
員
会
設

置
の
解
説
板
の
写
真
で
あ
る
。

こ
の
解
説
板
に
は
、

本
墳
は
碓
氷
川
の
支
流

つ

く

も

で
あ
る
九
十
九
川
と
増
田

川
の
間
に
広
が
る
細
野
原

丘
陵
の
端
部
に
位
置
す
る
、

直
径
訳
十
二
㍍
二
段
築
成

の
円
墳
で
あ
る
。
主
体
部

せ
ん
ど
う

は
羨
道
に
対
し
て
玄
室
がよ

こ

直
角
に
付
設
さ
れ
る
平
面
Ｔ
字
形
の
横

あ
な
し
き
せ
き
し
つ

穴
式
石
室
で
あ
り
、
県
内
で
も
類
例
の

少
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
…
…
本

墳
は
六
世
紀
前
半
の
築
造
と
考
え
ら
れ

る
。本

墳
か
ら
南
東
に
約
三
㌔
離
れ
た
九

ご

か
ん
さ
ん
ご
う
ふ
ん

十
九
川
沿
い
に
あ
る
後
閑
三
号
墳
も
主

体
部
に
平
面
Ｔ
字
形
の
横
穴
式
石
室
を

採
用
し
、
石
室
の
構
築
法
や
使
用
石
材

な
ど
多
く
の
点
で
本
墳
と
共
通
点
が
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
葬
者
同
士
の
直

接
的
な
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
上
田
中
一
号
墳
と
後
閑
三
号

墳
の
石
室
は
、
六
世
紀
初
頭
に
東
日
本
で
最
も
早
く
横
穴
式
石
室
を
導
入
し
た
全
長
約
八
十

や
な

せ

ふ
た

こ

づ
か

こ

ふ
ん

㍍
の
前
方
後
円
墳
、
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
の
石
室
の
構
築
法
と
も
類
似
点
が
多
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
本
墳
の
被
葬
者
は
後
閑
三
号
墳
と
並
び
、
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
と
い
う
当
時
の
碓
氷
川

上
・
中
流
域
を
支
配
し
て
い
た
首
長
に
次
ぐ
支
配
者
層
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
う
し
ょ
う

本
地
域
は
群
馬
と
長
野
を
隔
て
る
交
通
の
要

衝

碓
氷
峠
に
近
く
、
古
く
か
ら
政
治
的
に

も
重
要
と
さ
れ
て
き
た
地
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
所
に
突
如
現
れ
た
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
と

こ

と
う
さ
ん
ど
う

と
う
ご
く

多
く
の
共
通
点
を
有
す
る
本
墳
も
ま
た
、
古
東
山
道
を
通
じ
た
東
国
と
畿
内
の
地
域
間
交
流

を
考
え
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

と
説
明
さ
れ
て
い

（
25
）

る
。

こ
の
「
下
増
田
上
田
中
１
号
墳
」
は
増
田
川
の
近
く
に
築
造
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
増
田
川
を
６

㎞
ほ
ど
遡
っ
た
と
こ
ろ
の
小
字
地
名
が
「
木
馬
瀬
（
ち
ま
せ
）」
な
の
で
あ

（
26
）

る
。〈
牧
と
古
東
山
道

と
集
落
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
古
墳
〉
を
一
体
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
知
見
を
導
入
す
る

時
、
こ
の
「
木
馬
瀬
（
ち
ま
せ
）」
の
「
ま
せ
」
が
牧
に
よ
る
馬
の
生
産
お
よ
び
中
央
政
府
へ
の

そ
の
馬
の
貢
納
と
か
か
わ
っ
て
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
来
よ
う
。

七

お
わ
り
に

「
六

群
馬
県
安
中
市
（
旧
碓
氷
郡
）「
木
馬
瀬
（
ち
ま
せ
）」
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
得
た
知
見

は
、「
ま
せ
」
の
理
解
の
論
証
と
な
る
。
馬
を
閉
じ
置
く
馬
小
屋
や
牧
な
ど
の
施
設
の
柵
を
「
せ
」

と
呼
ぶ
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
、『
万
葉
集
』
巻
１
・

一
番
歌
の
第
七
句
「
家
告
閑
」
の
「
閑
」
を
「
せ
」
と
訓
む
訓
詁
の
証
拠
を
一
つ
得
る
こ
と
に
な

る
。
歴
史
学
・
考
古
学
の
知
見
と
『
万
葉
集
』
の
訓
詁
と
が
つ
な
が
る
融
合
的
研
究
の
実
践
例
を
、

本
論
は
示
し
得
た
と
思
う
。

注（
１
）

対
象
歌
本
文
を
掲
出
す
る
に
あ
た
り
、
閲
覧
可
能
な
写
本
は
複
製
に
て
確
認
し
閲
覧
不
可
能
な
写
本

は
『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
を
参
照
し
本
文
校
訂
作
業
を
施
し
て
い
る
。

（
２
）
『
校
本
萬
葉
集
』
は
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
の
大
火
災
に
よ
っ
て
、

刊
行
直
前
に
し
て
消
失
し
た
が
、
残
さ
れ
た
ゲ
ラ
刷
り
を
基
に
し
て
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
八
月

（二〇）

〔写真１〕「後閑３号墳」Ｔ字形石室内部

（群馬県安中市教育委員会教育長より「見学許可書」を交付

していただき臨地調査研究を実施した際に廣川撮影。同許可

書には目的として「学術研究・論文作成のため」と明示され

ている）

〔写真２〕安中市教育委員会設置「下増田上田中１号

墳」解説板（廣川撮影）

甲南大學紀要 文学編 第172号 （2022年３月） 日本語日本文学科



に
刊
行
さ
れ
た
。

（
３
）

賀
茂
真
淵
『
萬
葉
考
』、
真
淵
自
著
部
分
。
自
著
部
分
は
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
～
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
ご
ろ
成
立
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
～
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
刊
行
。
引
用
は
、

『
賀
茂
真
淵
全
集
第
一
巻
』
（
一
九
七
七
年
四
月
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）
に
拠
る
。

（
４
）

橘
千
蔭
『
萬
葉
集
略
解
』、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
成
立
、
同
年
～
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
刊

行
。
引
用
は
、
『
萬
葉
集
略
解
上
巻
』
（
一
九
一
二
年
九
月
、
博
文
館
）
に
拠
る
。

（
５
）

木
村
正
辞
氏
『
萬
葉
集
字
音
辨
證
』
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
成
立
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）

刊
行
。
引
用
は
、
『
萬
葉
集
字
音
辨
證
』
（
一
九
八
二
年
二
月
、
勉
誠
社
）
に
拠
る
。

（
６
）

亀
井
孝
氏
「
上
代
和
音
の
舌
内
撥
音
尾
と
唇
内
撥
音
尾
」（
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
四
三
年
四
月
号
）

（
７
）
『
万
葉
集
』
の
用
例
の
掲
出
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
版
『
萬
葉
集
①
～
④
』（
小
島
憲
之
氏
・

木
下
正
俊
氏
・
東
野
治
之
氏
校
注
・
訳
、
①
一
九
九
四
年
五
月
・
②
一
九
九
五
年
四
月
・
③
一
九
九
五

年
一
二
月
・
④
一
九
九
六
年
八
月
、
小
学
館
）
に
拠
り
、
適
宜
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。
以
下
同
じ
。

（
8
）

鴻
巣
盛
廣
氏
『
萬
葉
集
全
釈

第
一
冊
』
（
一
九
三
〇
年
七
月
、
廣
文
堂
）

（
9
）

土
屋
文
明
氏
『
萬
葉
集
私
注

一
』
（
新
訂
版
、
一
九
七
六
年
三
月
、
初
版
は
一
九
四
九
年
、
筑
摩
書

房
）

（
10
）

以
下
「
聞
く
」
一
四
六
例
。
１.

～
146.

の
番
号
を
付
し
た
。

１.

…
…
大
宮
は

こ
こ
と
聞
け
ど
も

大
殿
は

こ
こ
と
言
へ
ど
も
…
…
（
１
・
二
九
）

２.

み
や
び
を
と

我
は
聞
け
る
を

や
ど
貸
さ
ず

我
を
帰
せ
り

お
そ
の
み
や
び
を
（
２
・
一
二

六
）

３.

我
が
聞
き
し

耳
に
よ
く
似
る

葦
の
末
の

足
ひ
く
我
が
背

つ
と
め
た
ぶ
べ
し
（
２
・
一
二

八
）

４.

５.

６.

…
…
御
軍
士
を

率
ひ
た
ま
ひ

整
ふ
る

鼓
の
音
は

雷
の

声
と
聞
く
ま
で

吹
き

鳴
せ
る

小
角
の
音
も
…
…
あ
た
み
た
る

虎
か
吼
ゆ
る
と

諸
人
の

お
び
ゆ
る
ま
で
に
〈
一
に
云

ふ
「
聞
き
惑
ふ
ま
で
」〉

…
…
取
り
持
て
る

弓
弭
の
騒
き
…
…
つ
む
じ
か
も

い
巻
き
渡
る
と

思
ふ
ま
で

聞
き
の
恐
く
…
…
（
２
・
一
九
九
）

７.

８.

９.

10.

11.

…
…
沖
つ
藻
の

な
び
き
し
妹
は

も
み
ち
葉
の

過
ぎ
て
去
に
き
と

玉
梓
の

使
ひ
の
言
へ
ば

梓
弓

音
に
聞
き
て
〈
一
に
云
ふ
「
音
の
み
聞
き
て
」
〉

言
は
む
す
べ

せ
む
す

べ
知
ら
に

音
の
み
を

聞
き
て
あ
り
え
ね
ば
…
…
我
妹
子
が

止
ま
ず
出
で
見
し

軽
の
市
に

我

が
立
ち
聞
け
ば

玉
だ
す
き

畝
傍
の
山
に

鳴
く
鳥
の

声
も
聞
こ
え
ず

玉
桙
の

道
行
き
人
も

一
人
だ
に

似
て
し
行
か
ね
ば
…
…

〈
或
本
に
は
、「
名
の
み
を

聞
き
て
あ
り
え
ね
ば
」
と
い
ふ

句
あ
り
〉
（
２
・
二
〇
七
）

12.

…
…
梓
弓

音
聞
く
我
も

お
ほ
に
見
し

こ
と
悔
し
き
を
…
…
（
２
・
二
一
七
）

13.

…
…
な
に
し
か
も

も
と
な
と
ぶ
ら
ふ

聞
け
ば

音
の
み
し
泣
か
ゆ

語
れ
ば

心
そ
痛
き
…

…
（
２
・
二
三
〇
）

14.

否
と
言
へ
ど

強
ふ
る
志
斐
の
が

強
ひ
語
り

こ
の
こ
ろ
聞
か
ず
て

朕
恋
ひ
に
け
り
（
３
・

二
三
六
）

15.

聞
き
し
ご
と

ま
こ
と
貴
く

く
す
し
く
も

神
さ
び
居
る
か

こ
れ
の
水
島
（
３
・
二
四
五
）

16.

も
の
の
ふ
の

臣
の
壮
士
は

大
君
の

任
け
の
ま
に
ま
に

聞
く
と
い
ふ
も
の
そ
（
３
・
三
六

九
）

17.

18.

…
…
さ
に
つ
ら
ふ

我
が
大
君
は

こ
も
り
く
の

泊
瀬
の
山
に

神
さ
び
に

斎
き
い
ま
す

と

玉
梓
の

人
そ
言
ひ
つ
る

逆
言
か

我
が
聞
き
つ
る

狂
言
か

我
が
聞
き
つ
る
も
…
…

（
３
・
四
二
〇
）

19.

…
…
妻
問
ひ
し
け
む

勝
鹿
の

真
間
の
手
児
名
が

奥
つ
城
を

こ
こ
と
は
聞
け
ど
…
…

（
３
・
四
三
一
）

20.

栲
づ
の
の

新
羅
の
国
ゆ

人
言
を

良
し
と
聞
か
し
て
…
…
（
３
・
四
六
〇
）

21.

梓
弓

爪
弾
く
夜
音
の

遠
音
に
も

君
の
御
幸
を

聞
か
く
し
良
し
も
（
４
・
五
三
一
）

22.

闇
の
夜
に

鳴
く
な
る
鶴
の

よ
そ
の
み
に

聞
き
つ
つ
か
あ
ら
む

逢
ふ
と
は
な
し
に
（
４
・

五
九
二
）

23.

汝
を
と
我
を

人
そ
放
く
な
る

い
で
我
が
君

人
の
中
言

聞
き
こ
す
な
ゆ
め
（
４
・
六
六
〇
）

24.

け
だ
し
く
も

人
の
中
言

聞
か
せ
か
も

こ
こ
だ
く
待
て
ど

君
が
来
ま
さ
ぬ
（
４
・
六
八
〇
）

25.

我
が
聞
き
に

か
け
て
な
言
ひ
そ

刈
り
薦
の

乱
れ
て
思
ふ

君
が
た
だ
か
そ
（
４
・
六
九
七
）

26.

垣
ほ
な
す

人
言
聞
き
て

我
が
背
子
が

心
た
ゆ
た
ひ

逢
は
ぬ
こ
の
こ
ろ
（
４
・
七
一
三
）

27.

遠
く
あ
れ
ば

わ
び
て
も
あ
る
を

里
近
く

あ
り
と
聞
き
つ
つ

見
ぬ
が
す
べ
な
さ
（
４
・
七

五
七
）

28.

う
ぐ
ひ
す
の

音
聞
く
な
へ
に

梅
の
花

我
家
の
園
に

咲
き
て
散
る
見
ゆ
…
…
（
５
・
八
四

一
）

29.

松
浦
潟

佐
用
姫
の
児
が

領
巾
振
り
し

山
の
名
の
み
や

聞
き
つ
つ
居
ら
む
（
５
・
八
六
八
）

30.

音
に
聞
き

目
に
は
い
ま
だ
見
ず

佐
用
姫
が

領
巾
振
り
き
と
ふ

君
松
浦
山
（
５
・
八
八
三
）

31.

う
ま
こ
り

あ
や
に
と
も
し
く

鳴
る
神
の

音
の
み
聞
き
し

み
吉
野
の

真
木
立
つ
山
ゆ

見
下
ろ
せ
ば
…
…
（
６
・
九
一
三
）

32.

名
寸
隅
の

舟
瀬
ゆ
見
ゆ
る

淡
路
島

松
帆
の
浦
に

朝
な
ぎ
に

玉
藻
刈
り
つ
つ

夕
な
ぎ

に

藻
塩
焼
き
つ
つ

海
人
娘
子

あ
り
と
は
聞
け
ど
…
…
（
６
・
九
三
五
）

33.

児
ら
し
あ
ら
ば

二
人
聞
か
む
を

沖
つ
渚
に

鳴
く
な
る
鶴
の

暁
の
声
（
６
・
一
〇
〇
〇
）

34.

思
ほ
え
ず

来
ま
し
し
君
を

佐
保
川
の

か
は
づ
聞
か
せ
ず

帰
し
つ
る
か
も
（
６
・
一
〇
〇

四
）

35.

…
…
あ
な
お
も
し
ろ

布
当
の
原

い
と
貴

大
宮
所

う
べ
し
こ
そ

我
が
大
君
は

君
な
が

ら

聞
か
し
た
ま
ひ
て

さ
す
だ
け
の

大
宮
こ
こ
と

定
め
け
ら
し
も
（
６
・
一
〇
五
〇
）

36.

37.

…
…
暁
の

寝
覚
に
聞
け
ば

海
石
の

潮
干
の
む
た

浦
渚
に
は

千
鳥
妻
呼
び

葦
辺
に

は

鶴
が
音
と
よ
む

見
る
人
の

語
り
に
す
れ
ば

聞
く
人
の

見
ま
く
欲
り
す
る
…
…
（
６
・
一

〇
六
二
）

（二一） 廣川 晶輝：『万葉集』巻１・一番歌の「家告閑」について



38.

鳴
る
神
の

音
の
み
聞
き
し

巻
向
の

檜
原
の
山
を

今
日
見
つ
る
か
も
（
７
・
一
〇
九
二
）

39.

音
に
聞
き

目
に
は
い
ま
だ
見
ぬ

吉
野
川

六
田
の
淀
を

今
日
見
つ
る
か
も
（
７
・
一
一
〇

五
）

40.

古
も

か
く
聞
き
つ
つ
か

し
の
ひ
け
む

こ
の
古
川
の

清
き
瀬
の
音
を
（
７
・
一
一
一
一
）

41.

佐
保
川
に

さ
躍
る
千
鳥

夜
降
ち
て

汝
が
声
聞
け
ば

寝
ね
か
て
な
く
に
（
７
・
一
一
二
四
）

42.

鳥
じ
も
の

海
に
浮
き
居
て

沖
つ
波

騒
く
を
聞
け
ば

あ
ま
た
悲
し
も
（
７
・
一
一
八
四
）

43.

静
け
く
も

岸
に
は
波
は

寄
せ
け
る
か

こ
れ
の
屋
通
し

聞
き
つ
つ
居
れ
ば
（
７
・
一
二
三

七
）

44.

黙
あ
ら
じ
と

言
の
な
ぐ
さ
に

言
ふ
こ
と
を

聞
き
知
れ
ら
く
は

辛
く
は
あ
り
け
り
（
７
・

一
二
五
八
）

45.

幸
ひ
の

い
か
な
る
人
か

黒
髪
の

白
く
な
る
ま
で

妹
が
声
を
聞
く
（
７
・
一
四
一
一
）

46.

世
の
常
に

聞
け
ば
苦
し
き

呼
子
鳥

声
な
つ
か
し
き

時
に
は
な
り
ぬ
（
８
・
一
四
四
七
）

47.

ほ
と
と
ぎ
す

な
か
る
国
に
も

行
き
て
し
か

そ
の
鳴
く
声
を

聞
け
ば
苦
し
も
（
８
・
一
四

六
七
）

48.

ほ
と
と
ぎ
す

声
聞
く
小
野
の

秋
風
に

萩
咲
き
ぬ
れ
や

声
の
と
も
し
き
（
８
・
一
四
六
八
）

49.

な
に
し
か
も

こ
こ
だ
く
恋
ふ
る

ほ
と
と
ぎ
す

鳴
く
声
聞
け
ば

恋
こ
そ
増
さ
れ
（
８
・
一

四
七
五
）

50.

隠
り
の
み

居
れ
ば
い
ぶ
せ
み

慰
む
と

出
で
立
ち
聞
け
ば

来
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し
（
８
・
一
四

七
九
）

51.

ほ
と
と
ぎ
す

い
た
く
な
鳴
き
そ

ひ
と
り
居
て

眠
の
寝
ら
え
ぬ
に

聞
け
ば
苦
し
も
（
８
・

一
四
八
四
）

52.

あ
し
ひ
き
の

木
の
間
立
ち
潜
く

ほ
と
と
ぎ
す

か
く
聞
き
そ
め
て

後
恋
ひ
む
か
も
（
８
・

一
四
九
五
）

53.

今
朝
の
朝
明

雁
が
音
聞
き
つ

春
日
山

も
み
ち
に
け
ら
し

我
が
心
痛
し
（
８
・
一
五
一
三
）

54.

今
朝
の
朝
明

雁
が
音
寒
く

聞
き
し
な
へ

野
辺
の
浅
茅
そ

色
付
き
に
け
る
（
８
・
一
五
四

〇
）

55.

吉
隠
の

猪
養
の
山
に

伏
す
鹿
の

妻
呼
ぶ
声
を

聞
く
が
と
も
し
さ
（
８
・
一
五
六
一
）

56.

誰
聞
き
つ

こ
ゆ
鳴
き
渡
る

雁
が
ね
の

妻
呼
ぶ
声
の

と
も
し
く
も
あ
る
を
（
８
・
一
五
六

二
）

57.

聞
き
つ
や
と

妹
が
問
は
せ
る

雁
が
ね
は

ま
こ
と
も
遠
く

雲
隠
る
な
り
（
８
・
一
五
六
三
）

58.

こ
の
こ
ろ
の

朝
明
に
聞
け
ば

あ
し
ひ
き
の

山
呼
び
と
よ
め

さ
雄
鹿
鳴
く
も
（
８
・
一
六

〇
三
）

59.

梅
の
花

散
ら
す
あ
ら
し
の

音
の
み
に

聞
き
し
我
妹
を

見
ら
く
し
良
し
も
（
８
・
一
六
六

〇
）

60.

う
ぐ
ひ
す
の

卵
の
中
に

ほ
と
と
ぎ
す

ひ
と
り
生
ま
れ
て

己
が
父
に

似
て
は
鳴
か
ず

己
が
母
に

似
て
は
鳴
か
ず

卯
の
花
の

咲
き
た
る
野
辺
ゆ

飛
び
翔
り

来
鳴
き
と
よ
も
し

橘

の

花
を
居
散
ら
し

ひ
ね
も
す
に

鳴
け
ど
聞
き
良
し
…
…
（
９
・
一
七
五
五
）

61.

…
…
親
族
ど
ち

い
行
き
集
ひ

永
き
代
に

標
に
せ
む
と

遠
き
代
に

語
り
継
が
む
と

処

女
墓

中
に
造
り
置
き

壮
士
墓

こ
の
も
か
の
も
に

造
り
置
け
る

故
縁
聞
き
て
…
…
（
９
・
一

八
〇
九
）

62.

墓
の
上
の

木
の
枝
靡
け
り

聞
き
し
ご
と

千
沼
壮
士
に
し

依
り
に
け
ら
し
も
（
９
・
一
八

一
一
）

63.

梓
弓

春
山
近
く

家
居
ら
ば

継
ぎ
て
聞
く
ら
む

う
ぐ
ひ
す
の
声
（
10
・
一
八
二
九
）

64.

今
行
き
て

聞
く
も
の
に
も
が

明
日
香
川

春
雨
降
り
て

激
つ
瀬
の
音
を
（
10
・
一
八
七
八
）

65.

…
…
里
人
の

聞
き
恋
ふ
る
ま
で

山
彦
の

相
と
よ
む
ま
で

ほ
と
と
ぎ
す

妻
恋
す
ら
し

さ
夜
中
に
鳴
く
（
10
・
一
九
三
七
）

66.

ほ
と
と
ぎ
す

鳴
く
声
聞
く
や

卯
の
花
の

咲
き
散
る
岡
に

葛
引
く
娘
子
（
10
・
一
九
四
二
）

67.

ほ
と
と
ぎ
す

今
朝
の
朝
明
に

鳴
き
つ
る
は

君
聞
き
け
む
か

朝
眠
か
寝
け
む
（
10
・
一
九

四
九
）

68.

五
月
山

卯
の
花
月
夜

ほ
と
と
ぎ
す

聞
け
ど
も
飽
か
ず

ま
た
鳴
か
ぬ
か
も
（
10
・
一
九
五

三
）

69.

卯
の
花
の

咲
き
散
る
岡
ゆ

ほ
と
と
ぎ
す

鳴
き
て
さ
渡
る

君
は
聞
き
つ
や
（
10
・
一
九
七

六
）

70.

聞
き
つ
や
と

君
が
問
は
せ
る

ほ
と
と
ぎ
す

し
の
の
に
濡
れ
て

こ
ゆ
鳴
き
渡
る
（
10
・
一

九
七
七
）

71.

秋
萩
は

雁
に
逢
は
じ
と

言
へ
れ
ば
か
〈
一
に
云
ふ
「
言
へ
れ
か
も
」〉

声
を
聞
き
て
は

花

に
散
り
ぬ
る
（
10
・
二
一
二
六
）

72.

天
雲
の

よ
そ
に
雁
が
音

聞
き
し
よ
り

は
だ
れ
霜
降
り

寒
し
こ
の
夜
は
〈
一
に
云
ふ
「
い

や
ま
す
ま
す
に

恋
こ
そ
増
さ
れ
」〉（
10
・
二
一
三
二
）

73.

山
近
く

家
や
居
る
べ
き

さ
雄
鹿
の

声
を
聞
き
つ
つ

寝
ね
か
て
ぬ
か
も
（
10
・
二
一
四
六
）

74.

あ
し
ひ
き
の

山
よ
り
来
せ
ば

さ
雄
鹿
の

妻
呼
ぶ
声
を

聞
か
ま
し
も
の
を
（
10
・
二
一
四

八
）

75.

あ
し
ひ
き
の

山
の
常
陰
に

鳴
く
鹿
の

声
聞
か
す
や
も

山
田
守
ら
す
児
（
10
・
二
一
五
六
）

76.

夕
影
に

来
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し

こ
こ
だ
く
も

日
ご
と
に
聞
け
ど

飽
か
ぬ
声
か
も
（
10
・
二
一

五
七
）

77.

影
草
の

生
ひ
た
る
や
ど
の

夕
影
に

鳴
く
こ
ほ
ろ
ぎ
は

聞
け
ど
飽
か
ぬ
か
も
（
10
・
二
一

五
九
）

78.

庭
草
に

村
雨
降
り
て

こ
ほ
ろ
ぎ
の

鳴
く
声
聞
け
ば

秋
付
き
に
け
り
（
10
・
二
一
六
〇
）

79.

草
枕

旅
に
物
思
ひ

我
が
聞
け
ば

夕
か
た
ま
け
て

鳴
く
か
は
づ
か
も
（
10
・
二
一
六
三
）

80.

81.

秋
の
野
の

尾
花
が
末
に

鳴
く
も
ず
の

声
聞
き
け
む
か

片
聞
け
我
妹
（
10
・
二
一
六

（二二）甲南大學紀要 文学編 第172号 （2022年３月） 日本語日本文学科



七
）

82.

雁
が
音
を

聞
き
つ
る
な
へ
に

高
松
の

野
の
上
の
草
そ

色
付
き
に
け
る
（
10
・
二
一
九
一
）

83.

雁
が
ね
の

声
聞
く
な
へ
に

明
日
よ
り
は

春
日
の
山
は

も
み
ち
そ
め
な
む
（
10
・
二
一
九

五
）

84.

夕
去
ら
ず

か
は
づ
鳴
く
な
る

三
輪
川
の

清
き
瀬
の
音
を

聞
か
く
し
良
し
も
（
10
・
二
二

二
二
）

85.

秋
山
の

し
た
ひ
が
下
に

鳴
く
鳥
の

声
だ
に
聞
か
ば

何
か
嘆
か
む
（
10
・
二
二
三
九
）

86.

朝
霞

鹿
火
屋
が
下
に

鳴
く
か
は
づ

声
だ
に
聞
か
ば

我
恋
ひ
め
や
も
（
10
・
二
二
六
五
）

87.

雁
が
ね
の

初
声
聞
き
て

咲
き
出
た
る

や
ど
の
秋
萩

見
に
来
我
が
背
子
（
10
・
二
二
七
六
）

88.

君
に
恋
ひ

寝
ね
ぬ
朝
明
に

誰
が
乗
れ
る

馬
の
足
の
音
そ

我
に
聞
か
す
る
（
11
・
二
六
五

四
）

89.

天
雲
の

八
重
雲
隠
り

鳴
る
神
の

音
の
み
に
や
も

聞
き
渡
り
な
む
（
11
・
二
六
五
八
）

90.

奥
山
の

木
の
葉
隠
り
て

行
く
水
の

音
聞
き
し
よ
り

常
忘
ら
え
ず
（
11
・
二
七
一
一
）

91.

我
妹
子
を

聞
き
都
賀
野
辺
の

し
な
ひ
合
歓
木

我
は
忍
び
得
ず

間
な
く
し
思
へ
ば
（
11
・

二
七
五
二
）

92.

音
の
み
を

聞
き
て
や
恋
ひ
む

ま
そ
鏡

直
目
に
逢
ひ
て

恋
ひ
ま
く
も
い
た
く
（
11
・
二
八

一
〇
）

93.

こ
の
言
を

聞
か
む
と
な
ら
し

ま
そ
鏡

照
れ
る
月
夜
も

闇
の
み
に
見
つ
（
11
・
二
八
一
一
）

94.

新
治
の

今
作
る
道

さ
や
か
に
も

聞
き
て
け
る
か
も

妹
が
上
の
こ
と
を
（
12
・
二
八
五
五
）

95.

人
言
の

讒
し
を
聞
き
て

玉
桙
の

道
に
も
逢
は
じ
と

言
へ
り
し
我
妹
（
12
・
二
八
七
一
）

96.

聞
き
し
よ
り

物
を
思
へ
ば

我
が
胸
は

割
れ
て
砕
け
て

利
心
も
な
し
（
12
・
二
八
九
四
）

97.

う
つ
せ
み
の

常
の
言
葉
と

思
へ
ど
も

継
ぎ
て
し
聞
け
ば

心
惑
ひ
ぬ
（
12
・
二
九
六
一
）

98.

葦
辺
行
く

鴨
の
羽
音
の

音
の
み
に

聞
き
つ
つ
も
と
な

恋
ひ
渡
る
か
も
（
12
・
三
〇
九
〇
）

99.

息
の
緒
に

我
が
息
づ
き
し

妹
す
ら
を

人
妻
な
り
と

聞
け
ば
悲
し
も
（
12
・
三
一
一
五
）

100.

近
く
あ
れ
ば

名
の
み
も
聞
き
て

慰
め
つ

今
夜
ゆ
恋
の

い
や
増
さ
り
な
む
（
12
・
三
一
三

五
）

101.

熟
田
津
に

船
乗
り
せ
む
と

聞
き
し
な
へ

な
に
か
も
君
が

見
え
来
ざ
る
ら
む
（
12
・
三
二

〇
二
）

102.

も
も
き
ね

美
濃
の
国
の

高
北
の

泳
の
宮
に

日
向
か
ひ
に

行
靡
闕
矣

あ
り
と
聞
き
て

我
が
行
く
道
の
…
…
（
13
・
三
二
四
二
）

103.

う
ち
は
へ
て

思
ひ
し
小
野
は

遠
か
ら
ぬ

そ
の
里
人
の

標
結
ふ
と

聞
き
て
し
日
よ
り

…
…
（
13
・
三
二
七
二
）

104.

聞
か
ず
し
て

黙
も
あ
ら
ま
し
を

な
に
し
か
も

君
が
た
だ
か
を

人
の
告
げ
つ
る
（
13
・
三

三
〇
四
）

105.

…
…
も
み
ち
葉
の

過
ぎ
て
去
に
き
と

玉
梓
の

使
ひ
の
言
へ
ば

蛍
な
す

ほ
の
か
に
聞
き

て
…
…
（
13
・
三
三
四
四
）

106.

信
濃
な
る

す
が
の
荒
野
に

ほ
と
と
ぎ
す

鳴
く
声
聞
け
ば

時
過
ぎ
に
け
り
（
14
・
三
三
五

二
）

107.

石
走
る

滝
も
と
ど
ろ
に

鳴
く
蝉
の

声
を
し
聞
け
ば

都
し
思
ほ
ゆ
（
15
・
三
六
一
七
）

108.

沖
つ
波

高
く
立
つ
日
に

遭
へ
り
き
と

都
の
人
は

聞
き
て
け
む
か
も
（
15
・
三
六
七
五
）

109.

…
…
罷
り
な
立
ち
と

禁
め
娘
子
が

ほ
の
聞
き
て

我
に
お
こ
せ
し

水
縹
の

絹
の
帯
を

引
き
帯
な
す

韓
帯
に
取
ら
せ
…
…
（
16
・
三
七
九
一
）

110.

白
玉
は

緒
絶
え
し
に
き
と

聞
き
し
故
に

そ
の
緒
ま
た
貫
き

我
が
玉
に
せ
む
（
16
・
三
八

一
四
）

111.

橘
は

常
花
に
も
が

ほ
と
と
ぎ
す

住
む
と
来
鳴
か
ば

聞
か
ぬ
日
な
け
む
（
17
・
三
九
〇
九
）

112.

ま
幸
く
と

言
ひ
て
し
も
の
を

白
雲
に

立
ち
た
な
び
く
と

聞
け
ば
悲
し
も
（
17
・
三
九
五

八
）

113.

…
…
春
の
野
の

繁
み
飛
び
潜
く

う
ぐ
ひ
す
の

声
だ
に
聞
か
ず
…
…
（
17
・
三
九
六
九
）

114.

山
吹
の

繁
み
飛
び
潜
く

う
ぐ
ひ
す
の

声
を
聞
く
ら
む

君
は
と
も
し
も
（
17
・
三
九
七
一
）

115.

…
…
い
ま
だ
見
ぬ

人
に
も
告
げ
む

音
の
み
も

名
の
み
も
聞
き
て
…
…
（
17
・
四
〇
〇
〇
）

116.

音
の
み
に

聞
き
て
目
に
見
ぬ

布
勢
の
浦
を

見
ず
は
上
ら
じ

年
は
経
ぬ
と
も
（
18
・
四
〇

三
九
）

117.

二
上
の

山
に
隠
れ
る

ほ
と
と
ぎ
す

今
も
鳴
か
ぬ
か

君
に
聞
か
せ
む
（
18
・
四
〇
六
七
）

118.

119.

120.

…
…
百
鳥
の

来
居
て
鳴
く
声

春
さ
れ
ば

聞
き
の
か
な
し
も
…
…
め
づ
ら
し
く

鳴

く
ほ
と
と
ぎ
す
…
…
昼
暮
ら
し

夜
渡
し
聞
け
ど

聞
く
ご
と
に

心
つ
ご
き
て
…
…
（
18
・
四
〇
八

九
）

121.

…
…
大
君
の

命
の
幸
の
…
…
聞
け
ば
貴
み
…
…
（
18
・
四
〇
九
四
）

122.

…
…
大
君
の

命
の
幸
を
…
…
聞
け
ば
貴
み
…
…
（
18
・
四
〇
九
五
）

123.

古
よ

し
の
ひ
に
け
れ
ば

ほ
と
と
ぎ
す

鳴
く
声
聞
き
て

恋
し
き
も
の
を
（
18
・
四
一
一
九
）

124.

朝
床
に

聞
け
ば
遙
け
し

射
水
川

朝
漕
ぎ
し
つ
つ

唱
ふ
舟
人
（
19
・
四
一
五
〇
）

125.

ま
す
ら
を
は

名
を
し
立
つ
べ
し

後
の
代
に

聞
き
継
ぐ
人
も

語
り
継
ぐ
が
ね
（
19
・
四
一

六
五
）

126.

時
ご
と
に

い
や
め
づ
ら
し
く

八
千
種
に

草
木
花
咲
き

鳴
く
鳥
の

声
も
変
は
ら
ふ

耳

に
聞
き

目
に
見
る
ご
と
に
…
…
（
19
・
四
一
六
六
）

127.

年
の
は
に

来
鳴
く
も
の
故

ほ
と
と
ぎ
す

聞
け
ば
し
の
は
く

逢
は
ぬ
日
を
多
み
〈
毎
年
、

こ
れ
を
と
し
の
は
と
い
ふ
〉
（
19
・
四
一
六
八
）

128.

ほ
と
と
ぎ
す

来
鳴
く
五
月
に

咲
き
に
ほ
ふ

花
橘
の

か
ぐ
は
し
き

親
の
御
言

朝
夕
に

聞
か
ぬ
日
ま
ね
く

天
ざ
か
る

鄙
に
し
居
れ
ば
…
…
（
19
・
四
一
六
九
）

129.

常
人
も

起
き
つ
つ
聞
く
そ

ほ
と
と
ぎ
す

こ
の
暁
に

来
鳴
く
初
声
（
19
・
四
一
七
一
）

130.

我
が
門
ゆ

鳴
き
過
ぎ
渡
る

ほ
と
と
ぎ
す

い
や
な
つ
か
し
く

聞
け
ど
飽
き
足
ら
ず
…
…

（二三） 廣川 晶輝：『万葉集』巻１・一番歌の「家告閑」について



（
19
・
四
一
七
六
）

131.

…
…
ほ
と
と
ぎ
す

い
や
し
き
鳴
き
ぬ

ひ
と
り
の
み

聞
け
ば
さ
ぶ
し
も
…
…
（
19
・
四
一
七

七
）

132.

我
の
み
に

聞
け
ば
さ
ぶ
し
も

ほ
と
と
ぎ
す

丹
生
の
山
辺
に

い
行
き
鳴
か
に
も
（
19
・
四

一
七
八
）

133.

…
…
さ
夜
中
に

鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す

初
声
を

聞
け
ば
な
つ
か
し
…
…
（
19
・
四
一
八
〇
）

134.

さ
夜
ふ
け
て

暁
月
に

影
見
え
て

鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す

聞
け
ば
な
つ
か
し
（
19
・
四
一
八
一
）

135.

ほ
と
と
ぎ
す

聞
け
ど
も
飽
か
ず

網
捕
り
に

捕
り
て
な
つ
け
な

離
れ
ず
鳴
く
が
ね
（
19
・

四
一
八
二
）

136.

ほ
と
と
ぎ
す

鳴
き
渡
り
ぬ
と

告
ぐ
れ
ど
も

我
聞
き
継
が
ず

花
は
過
ぎ
つ
つ
（
19
・
四
一

九
四
）

137.

…
…
は
ろ
は
ろ
に

鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
…
…
家
居
せ
る

君
が
聞
き
つ
つ
…
…
（
19
・
四
二
〇
七
）

138.

我
が
こ
こ
だ

待
て
ど
来
鳴
か
ぬ

ほ
と
と
ぎ
す

ひ
と
り
聞
き
つ
つ

告
げ
ぬ
君
か
も
（
19
・

四
二
〇
八
）

139.

谷
近
く

家
は
居
れ
ど
も

木
高
く
て

里
は
あ
れ
ど
も

ほ
と
と
ぎ
す

い
ま
だ
来
鳴
か
ず

鳴
く
声
を

聞
か
ま
く
欲
り
と
…
…
（
19
・
四
二
〇
九
）

140.

141.

…
…
千
沼
壮
士

菟
原
壮
士
の

う
つ
せ
み
の

名
を
争
ふ
と

た
ま
き
は
る

命
も
捨
て
て

争
ひ
に

妻
問
ひ
し
け
る

処
女
ら
が

聞
け
ば
悲
し
さ
…
…
奥
つ
城
を

こ
こ
と
定
め
て

後
の
代

の

聞
き
継
ぐ
人
も

い
や
遠
に

偲
ひ
に
せ
よ
と
…
…
（
19
・
四
二
一
一
）

142.

…
…
狂
言
か

人
の
言
ひ
つ
る

逆
言
か

人
の
告
げ
つ
る

梓
弓

爪
弾
く
夜
音
の

遠
音
に

も

聞
け
ば
悲
し
み
…
…
（
19
・
四
二
一
四
）

143.

遠
音
に
も

君
が
嘆
く
と

聞
き
つ
れ
ば

音
の
み
し
泣
か
ゆ

相
思
ふ
我
は
（
19
・
四
二
一
五
）

144.

葦
刈
に

堀
江
漕
ぐ
な
る

梶
の
音
は

大
宮
人
の

皆
聞
く
ま
で
に
（
20
・
四
四
五
九
）

145.

…
…
子
孫
の

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に

見
る
人
の

語
り
つ
ぎ
て
て

聞
く
人
の

鑑
に
せ
む
を

あ
た
ら
し
き

清
き
そ
の
名
そ
…
…
（
20
・
四
四
六
五
）

146.

群
鳥
の

朝
立
ち
去
に
し

君
が
上
は

さ
や
か
に
聞
き
つ

思
ひ
し
ご
と
く
〈
一
に
云
ふ
「
思

ひ
し
も
の
を
」
〉
（
20
・
四
四
七
四
）

「
聞
こ
ゆ
」
は
除
い
た
。
な
お
、「
聞
こ
す
」
に
つ
い
て
は
、
統
治
を
表
わ
す
「
聞
こ
し
食
す
」（
１
・

三
六
、
５
・
八
〇
〇
、
13
・
三
二
三
四
、
18
・
四
〇
八
九
、
20
・
四
三
三
一
、
20
・
四
三
六
〇
）、「
聞

こ
し
め
す
」
（
２
・
一
九
九
、
20
・
四
三
六
一
）
が
あ
る
。
ま
た
、
お
っ
し
ゃ
る
の
意
（
４
・
六
一
九
、

11
・
二
七
一
〇
、
11
・
二
八
〇
五
、
12
・
三
〇
六
三
、
13
・
三
二
八
九
、
13
・
三
三
一
八
、
20
・
四
四

九
九
）
の
用
例
が
あ
る
。

（
11
）
『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編
』
（
上
代
語
辞
典
編
修
委
員
会
編
、
一
九
六
七
年
一
二
月
、
三
省
堂
）

（
12
）
『
岩
波

古
語
辞
典

補
訂
版
』
（
大
野
晋
氏
・
佐
竹
昭
広
氏
・
前
田
金
五
郎
氏
編
、
一
九
九
〇
年
二
月
、

岩
波
書
店
）

（
13
）

日
本
古
典
文
学
大
系
版
『
萬
葉
集
一
』
（
高
木
市
之
助
氏
・
五
味
智
英
氏
・
大
野
晋
氏
校
注
、
一
九

五
七
年
五
月
、
岩
波
書
店
）

（
14
）
『
五
體
字
類
』（
高
田
竹
山
監
修
、
一
九
一
六
年
一
二
月
、
西
東
書
房
）

（
15
）

新
日
本
古
典
文
学
大
系
版
『
萬
葉
集
一
』（
佐
竹
昭
広
氏
・
山
田
英
雄
氏
・
工
藤
力
男
氏
・
大
谷
雅

夫
氏
・
山
崎
福
之
氏
校
注
、
一
九
九
九
年
五
月
、
岩
波
書
店
）

（
16
）

澤
瀉
久
孝
氏
『
萬
葉
集
注
釈

巻
第
一
』（
一
九
五
七
年
一
一
月
、
中
央
公
論
社
）

（
17
）
『
説
文
解
字
』
の
引
用
は
『
説
文
解
字
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
拠
っ
た
。

（
18
）
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

10

群
馬
県
』
（
一
九
八
八
年
七
月
、
角
川
書
店
）

（
19
）

安
中
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
文
化
財
活
用
係
「
学
習
の
森
」「
安
中
市
内
指
定
文
化
財
の
詳

細
」（https://w

w
w
.city.annaka.lg.jp/gakushuunom

ori/bunkazai/shousai.htm
l

、
最
終
閲
覧

日：

二
〇
二
一
年
一
二
月
五
日
）

（
20
）
『
延
喜
式
』
の
引
用
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系

第
二
十
六
巻

延
暦
交
替
式
・
貞
観
交
替
式
・
延
喜

交
替
式
・
弘
仁
式
・
延
喜
式
』
（
一
九
六
五
年
三
月
、
吉
川
弘
文
館
）
に
拠
っ
た
。
適
宜
新
字
体
に
改

め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
21
）

井
上
慎
也
氏
「
横
野
台
地
で
発
見
さ
れ
た
古
代
の
牧
と
道
路
」（
地
域
考
古
学
研
究
会
『
地
域
考
古

学
』
二
、
二
〇
一
七
年
五
月
）

（
22
）

文
化
庁
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」「
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」「
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
」

（https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/401/00004039

、
最
終
閲
覧
日：

二
〇
二
一

年
一
二
月
五
日
）

（
23
）

右
島
和
夫
氏
「
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
の
築
造
原
理
と
そ
の
系
譜
」
（『
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
の
世
界
』
、
二

〇
一
六
年
一
〇
月
、
安
中
市
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
（
歴
史
博
物
館
））

（
24
）
『
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
の
世
界
』
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
、
安
中
市
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
（
歴
史

博
物
館
））

（
25
）

こ
の
説
明
文
中
の
「
交
通
の
要
衝
碓
氷
峠
」
の
理
解
把
握
に
お
い
て
は
、
『
日
本
書
紀
』
（
引
用
は
、

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
版
『
日
本
書
紀
①
』、
小
島
憲
之
氏
・
直
木
孝
次
郎
氏
・
西
宮
一
民
氏
・
蔵

中
進
氏
・
毛
利
正
守
氏
校
注
・
訳
、
一
九
九
四
年
四
月
、
小
学
館
、
に
拠
る
）
景
行
天
皇
四
十
年
是
歳

条
の
日
本
武
尊
東
征
の
段
に
、

か

ひ

き
た
の
か
た
む

ざ

し

か
み
つ
け
の

め
ぐ
り
へ

に
し
の
か
た
う
す
ひ
の
さ
か

い
た

…
…
則
ち
甲
斐
よ
り

北

武
蔵
・
上

野
を
転
歴
て
、

西

碓
日
坂
（
碓
日
坂
）
に
逮
り
ま
す
。

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

つ
ね

お
と
た
ち
ば
な
ひ
め

し
の

み
こ
こ
ろ

あ

か
れ

う
す
ひ
の
み
ね

時
に
、
日
本

武

尊
、
毎
に
弟
橘

媛

を
顧
ひ
た
ま
ふ

情

有
り
。
故
、
碓
日
嶺
（
碓
日
嶺
）
に

の
ぼ

た
つ
み
の
か
た

の
ぞ

み
た
び
な
げ

の
た
ま

あ

づ
ま

登
り
ま
し
て
、

東

南
を
望
み
て
三
歎
か
し
て
曰
は
く
、
「
吾
嬬
は
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
…
…

と
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
参
照
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
も
、

う
す

ひ

日
の
暮
れ
に

碓
氷
（
宇
須
比
）
の
山
を

越
ゆ
る
日
は

背
な
の
が
袖
も

さ
や
に
振
ら
し
つ

（
14
・
三
四
〇
二
）

う
す

ひ

日
な
曇
り

碓
氷
（
宇
須
比
）
の
坂
を

越
え
し
だ
に

妹
が
恋
ひ
し
く

忘
ら
え
ぬ
か
も

（
20
・
四
四
〇
七
）
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と
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
参
照
さ
れ
る
。『
万
葉
集
』
三
四
〇
二
番
歌
は
、
愛
し
い
夫
が
境
界
碓
氷
峠

を
越
え
て
し
ま
え
ば
も
う
会
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
段
階
に
お
い
て
の
見
納
め
の

歌
と
な
っ
て
い
る
。
『
同
』
四
四
〇
七
番
歌
は
、
難
波
そ
し
て
九
州
へ
と
赴
か
ね
ば
な
ら
な
い
防
人
の

歌
で
あ
り
、
境
界
碓
氷
峠
を
越
え
行
く
防
人
で
あ
る
夫
が
妻
へ
の
愛
惜
の
念
を
述
べ
た
歌
で
あ
る
。
こ

の
境
界
を
越
え
て
先
に
旅
す
れ
ば
も
う
二
度
と
愛
し
い
妻
に
会
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
そ
の
切
実
な

思
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
描
か
れ
て
い
る
日
本
武
尊
の
思
い
も
、
こ
の
境
界
碓
氷
峠

を
越
え
れ
ば
愛
し
い
妻
を
失
っ
た
地
域
と
の
決
別
を
意
味
す
る
と
い
う
観
念
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
例
の
中
に
は
、
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
境
界
と
し
て
の
交
通
の
要
衝
の
地
と
し
て
碓
氷

峠
が
あ
る
の
で
あ
り
、
「
古
東
山
道
」
や
そ
の
後
の
「
東
山
道
」
に
お
い
て
碓
氷
峠
が
要
衝
の
地
と
し

て
あ
っ
た
そ
の
意
義
に
、
理
解
が
届
く
で
あ
ろ
う
。

（
26
）

前
掲
の
よ
う
に
「
木
馬
瀬
」
の
読
み
は
、
群
馬
県
議
会
図
書
室
旧
蔵
「
地
理
雑
件
」（
明
治
12
年
小

字
名
調
書
）
を
基
本
資
料
と
し
た
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

10

群
馬
県
』
で
は
「
キ
マ
セ
」
で
あ

り
、
群
馬
県
安
中
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
安
中
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
文
化
財
活
用
係
に
よ
る

「
学
習
の
森
」「
安
中
市
内
指
定
文
化
財
の
詳
細
」「
木
馬
瀬
の
福
寿
草
自
生
地
」
で
は
「
ち
ま
せ
」
で

あ
る
。
現
地
の
案
内
板
に
も
「
ち
ま
せ
」
と
あ
る
。
木
材
に
よ
る
「
ま
せ
」
で
あ
る
の
で
「
き
ま
せ
」

と
把
握
し
て
よ
か
ろ
う
が
、
「
き
」
と
「
ち
」
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、

こ
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
本
学
甲
南
大
学
教
授
都
染
直
也
氏
よ
り
、
口
蓋
化
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
も

想
定
し
て
良
い
か
も
し
れ
な
い
と
の
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
念
を
伝
え
た
い
。

「
口
蓋
化
」
に
よ
る
［ki

］→

［tʃi

］
の
音
変
化
に
つ
い
て
は
、
『
音
聲
學
大
辞
典
』（
日
本
音
声
学
会
編
、

一
九
七
六
年
六
月
、
三
修
社
）
、
お
よ
び
、
『
日
本
語
大
事
典
（
上
）
』
（
佐
藤
武
義
氏
・
前
田
富
祺
氏
編

集
代
表
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
、
朝
倉
書
店
）
の
記
述
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〔
附
記
１
〕

本
論
は
、
美
夫
君
志
会
二
〇
一
九
年
度
四
月
例
会
（
二
〇
一
九
年
四
月
一
四
日
、
於
中
京
大
学
）
に
て

の
研
究
発
表
「
雄
略
天
皇
御
製
歌
」
に
基
づ
く
。

〔
附
記
２
〕

本
論
の
一
部
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）（
基
盤

研
究
（
Ｃ
）
、
研
究
課
題
名
「
墓
の
顕
示
機
能
の
分
析
と
墓
誌
の
表
現
分
析
を
基
盤
と
し
た
日
中
韓
三
カ

国
の
文
化
交
流
の
融
合
的
研
究
」
）
交
付
の
成
果
に
基
づ
く
。

（二五） 廣川 晶輝：『万葉集』巻１・一番歌の「家告閑」について


